
■合計点（100点満点） 各項目について、５段階評価で採点

提案を求める事項 評価の目安 配点 比率
％

1 【仕様書４-(1)】
全体業務関連

実施計画や実行体制、人員の配置、全体スケジュール、個人
情報の管理など、実効性のある事業遂行体制を提案するこ
と。

・本事業実施にあたっての推進体制と実施計画について提案されているか。
・欧米豪旅行者に訴求すると思われる観光コンテンツのリスト化及び福岡市の現状分析を行い、志
賀島・北崎エリアが有する資源や、欧米豪向けに不足していると思われる点など内容を具体的に説
明すること。

5 5.0%

4
【仕様書4-(4)】
 その他の追加提案

本業務の目的達成に向けた効果的な取組みを提案すること。
・効果的な取組みが提案されているか。
・本事業の目的に資するKPIを設定のうえで提案されているか。

5 5.0%

5
【仕様書4-(5)】
効果検証

インバウンド旅行者の受入環境整備や、コンテンツ造成及び
販売体制の構築において、実施内容の効果を測定・分析する
手法を提案すること。

・具体的な分析手法が提案されているか。 5 5.0%

6
技術力・経験・実績・受
託意欲等

本業務全般について、国や地方自治体、民間企業等における
同種業務に携わった実績がある場合は、その内容について支
障のない範囲で記載すること。なお、実績に実証実験を含む
ことも可とする。

・本業務と同種または類似業務の受注実績があるか。
・技術力を有しており、実施した場合、効果が高いと認められるか。

5 5.0%

100 100.0%

※合計点が６割・60点に満たない場合は最優秀提案者としない。

【仕様書4-(3)】
コンテンツ造成及び販売
体制の構築

本業務の目的達成に向けた効果的な取組みを提案すること。

ア　観光コンテンツ造成
・欧米豪旅行者に訴求する、志賀島・北崎エリアへの宿泊意欲を喚起し、宿泊を伴う観光コンテン
ツ案を各エリアで3つ以上提案されているか。
・具体的なテーマや観光コンテンツの概要（販売価格含む概算））が提案されいるか。
・造成したコンテンツの販売実績の把握方法について具体的に提案されているか。
・造成した観光コンテンツの販売ルートについて具体的に提案されているか。
・当該コンテンツの問合せ数や販売数、宿泊施設の稼働率等の本事業の効果を測定するにあたり適
切なKPIが提案されているか。
・プロモーションに必要なセールスツールの内容が提案提案されているか。

イ　既存の観光コンテンツ等の改善支援
・アで造成する宿泊施設を伴う観光コンテンツ以外に、各エリアの既存の観光コンテンツから、方
法を改善することで欧米豪旅行者に訴求できるコンテンツを複数抽出し、その改善方法が提案され
ているか。
　※改善するコンテンツ数は提案による。
・造成したコンテンツの販売実績の把握方法について具体的に提案されているか。
・造成した観光コンテンツの販売ルートについて具体的に提案されているか。
・当該コンテンツの問合せ数や販売数等、本事業の効果を測定するにあたり適切なKPIが提案され
ているか。
・プロモーションに必要なセールスツールの内容が提案されているか。

ウ　継続的な販売に向けた体制構築
・現地手配会社（地域DMC）や各エリアの観光コンテンツの連携の担い手となりうるような事業
者、団体、個人等を提案し、継続的な販売に向けたスキームが提案されているか。

3 40 40.0%

提案項目配点表

提案要望
仕様書項目

合計

　　　A：非常に優れている（×1）　B：優れている（×0.8）　C：適切な提案がなされている（×0.6）
　　　D：適切な提案が少ない（×0.4）　E：懸念される点がある（×0.2）　F：求める水準に達していない（×0）

2
【仕様書4-(2)】
インバウンド旅行者の受
入環境整備

本業務の目的達成に向けた効果的な取組みを提案すること。

ア　インバウンド対応における理解促進
・事業費全体のバランスを踏まえつつ、エリアの店舗においてインバウンド旅行者の来訪が期待で
きる事業者がリストアップされているか。
・各業態（宿泊、飲食、物販等）別で、インバウンド受入において求められることをリスト化し、
ヒアリンク項目が具体的に提案されているか。
・インバウンド対応への理解促進において、各エリアの事業者に例示する先行事例及びその事例を
取り上げた理由が示されており、志賀島・北崎エリアの現状に適したものとなっているか。
・インバウンド対応への理解促進が進んだ事業者数等、本事業の効果を測定するにあたり適切な
KPIが提案されているか。

イ　インバウンド対応における情報発信・各種ツールの導入支援
・上記アにおける、インバウンド受入において求められることとしてリスト化した内容に対応する
形で、各事業者に試験的に導入を推奨するツールを具体的に提案されているか。
・上記ツールを提案するにあたっては、なぜそのツールが有効と判断したのか、他の製品・サービ
スと比較する形で説明が行われているか。
・各種ツールの継続的な導入において活用できる他の支援制度を具体的に提案されているか。
・各種ツールの導入支援数など本事業の効果を測定するにあたり適切なKPIを提案されているか。

40 40.0%

資料3


	提案項目評価表

